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１．研究の背景 

○ 経緯： 

本校では、平成 25 年度の新校舎移転に併せた全普通教室への電子黒板導入を契機とし、校内研修

のテーマとして ICT 活用に取り組んできた。平成 26 年度には、パナソニック教育財団実践研究助成

を活用し、生徒の自己評価・相互評価環境の充実をテーマとし、タブレット PC の活用等に取り組ん

だ。本研究では、これまでの取り組みで確認できた有用性をもとに取り組みを発展させ、ICT 機器を

自他の評価ツールという位置づけから言語活動へ扱うツールへと範囲を広げるものである。その結果

を他教科、他校でも展開しやすい取り組み事例の定型化を行いたいと考えた。 

 
○ 現状と課題： 

実技教科では、技能向上や記録を意図したタブレット PC の活用が進んでいる。教師・生徒双方で

タブレット PC を用いることにより、改善の方向性が明確になり、意欲や技能といった学習効果の高

まりに繋がっている。また、理科における実験・観察結果のまとめ発表や数学におけるグラフ学習で

は、タブレット PC で記録したデータを加工しプレゼンテーションまでを行う言語活動活性化ツール

としても活用が進んだ。しかし、限られた台数のため 1 グループの人数が多く、グループワークの制

約に繋がるとともに、同時間帯に１授業でしか使用できないことが問題になってきた。このため、主

として言語を扱う国語や英語、社会といった教科での活用例検討や実践進行が進みづらい現状に繋が

っている。 

また、 全国学力・学習状況調査 生徒質問紙の結果から、意見をもつ、書く、説明したり発表した

りするという活動はあまり難しいと感じていない反面、協働して問題解決を行い、発表する機会が少

ないと感じている生徒が多く、その結果、話し合いを通じて考えを深めたり広げたりすることに弱さ

が感じられることがあった。 

ここから、課題として、「思考力や表現力を育む手段としての言語活動に注目し、活性化させること

で育てたい力を伸ばすこと」、「学びの目標を明示して意識付けを行い、主体的に授業に参加して学ぼ

うとする態度をそだてること」を設定し、研究を進めるものとした。 
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２．研究の目的 

今回の研究では、学習指導要領において各教科で重視されている「言語活動」をキーワードに、実践を通

じて課題解決に必要な思考力、判断力、表現力を育成するための教材や ICT 機器の有効活用について、指導

事例の構築と定型化を進めるものとした。また、成果は教科間、学校間でも展開しやすいよう評価の考え方、

場面設定、必要機器、注意点等をまとめ、広く公開していくことを前提に活動した。 

 
３．研究の経過 

まず、学校全体としての、これから育てたい力（資質・能力）を設定した。 

 自分の考えと他者の考えを比較、分類、関連づけなどを行い、考えを深める力（思考力） 

 それぞれの考えの異同を整理し、自分や集団の考え方を発展させる力（表現力） 

 生徒自身が見通しをもって授業に取り組み、学んだ内容を確認する態度（主体性） 

次に、各教科での共通の検討内容をまとめた。 

 教科としてつけたい力、目標を明らかにする 

 学びのめあてや過程を示し、意欲を高める 

 基本となる知識、技能を学ぶ 

 主体的に自分の考えをもち、表現する 

 他者との交流を通して思考を広げ、深める 

 学んだ内容を振り返り、確認する 

 ＩＣＴを効果的に活用する 

 
その上で、授業形式により「一斉」「習熟度別」「実技」の３つの分科会に分け、「身につけさせたい力」、

「他の授業と異なる具体的な工夫」、「ICT の活用」について情報の共有と意見交換を実施した。 

これらの活動をもとに、各教科での育てたい力を育成する授業検討を進めた。本校アドバイザーである信

州大学教授村松先生よりご講義をいただき、「教科の本質的な思考」から問い直す活動を実施した。改めて学

習指導要領を読み込み、「教科の本質的な思考」を設定し、指導計画やワークシートの工夫点など具体的な指

導方法に落とし込むことにより、各教科で検討すべき方向性をより明確にしていった。授業実践の検討にあ

たっては、言語活動の活性化に対する取り組みを「 Ａ：ＩＣＴの工夫」、「Ｂ：ワークシートの工夫」、「Ｃ：

話し合い活動の工夫」という３つのポイントに分け、全教員が「プラスワン授業」として実施することとし

た。その実践を相互に観察し、成果と課題を明らかにした上で次の授業に反映して実践事例を積み重ねた。 

 

 

 

 

 
具体的な検討を進めるにあたり、学習指導要領で各教科の本質的な思考を確認し、それを土台としてＰＤ

ＣＡサイクル意識しながら授業実践を繰り返し、育てたい力を伸ばす活動を続けた。 

 

 

 

 
プラスワンポイント 

  

ＩＣＴの工夫 

Ａプラスワン 
 

ワークシート
の工夫 

Ｂプラスワン  

 話し合い 

活動の工夫 

Ｃプラスワン
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表１．研究の経過（H27 年度） 

時期 取り組み内容 評価のための記録 

4 月 
研究推進委員会発足・教員への活動周知 
全国学力状況調査 

 
質問紙結果（生徒） 

5 月 研究推進計画の確定  

6 月 研究推進環境の整備（ＨＷ・ＳＷ）  

7 月 各教科での計画検討・分科会発足 校内事例（各教員） 

8 月 校内研修（校内事例説明）  

9 月 校内研修（言語活動関連講義受講）  

10 月 校内研修（分科会 考える授業実践報告）  

11 月 
校内研修（研究授業、アドバイザー講義） 
学校評価アンケート 

観察・記録（生徒・授業者） 

アンケート調査（生徒） 

12 月 区教委教育指導課の授業観察と指導助言 観察・記録（生徒・授業者） 

1 月 授業公開（実践研究・区中研・東京教師道場）  

2 月 校内研修（研究授業、アドバイザー講義）  

3 月 今年度振り返りと次年度計画検討  

 
表２．研究の経過（H28 年度） 

時期 取り組み内容 評価のための記録 

4 月 
校内研修（今年度活動＋アドバイザー講義） 

学力状況調査 
 
質問紙結果（生徒） 

5 月 プラスワン授業検討・実施 検討シート（各教員） 

6 月 プラスワン授業実施・校内研修（校務システム） 観察・記録（生徒・授業者） 

7 月 プラスワン授業実施・校内研修（夏季課題） 観察・記録（生徒・授業者） 

8 月 各教科でのプラスワン授業振り返り 検討シート（各教員） 

9 月 校内研修（研究授業＋アドバイザー講義） 観察・記録（生徒・授業者） 

10 月 各教科でのプラスワン授業実施 観察・記録（生徒・授業者） 

11 月 
区教委教育指導課の授業観察と指導助言 

学校評価アンケート 

観察・記録（生徒・授業者） 

アンケート調査（生徒） 

12 月 校内研修（教員用タブレットＰＣ応用）  

1 月 プラスワン授業実践・公開研究会準備 観察・記録（生徒・授業者） 

2 月 公開研究会実施 観察・記録（生徒・授業者） 

3 月 今年度まとめと来年度研究計画策定  
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４．代表的な実践 

ここでは、プラスワン授業の実践について代表的なものを紹介する。 
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５．研究の成果 

これまでの取り組みから成果をまとめると、次のような点が挙げられる。 

① 協働して問題解決に取り組み、発表機会が増えたと感じる生徒の増加 

全国学力・学習状況調査生徒質問紙の結果から、課題となっていた言語活動の活性化実感している生

徒が増加していることが確認できた。 

 

問 １，２年生のときに受けた授業では、生徒の間で話し合う活動をよく行っていたと思いますか。 

 
当てはまる 

どちらかと言えば

当てはまる 

どちらかと言えば

当てはまらない 
当てはまらない その他・無回答 

平成２８年度 ３８．７ ４５．０ １５．３ ０．９ ０．０ 

平成２７年度 １４．２ ４７．２ ３０．２ ８．５ ０．０ 

 

問 １，２年生のときに受けた授業では、学級やグループの中で自分たちで課題を立てて、その解決

に向けて情報を集め、話し合いながら整理して、発表するなどの学習活動に取り組んでいたと思いま

すか。 

 
当てはまる 

どちらかと言えば

当てはまる 

どちらかと言えば

当てはまらない 
当てはまらない その他・無回答 

平成２８年度 ２６．１ ５５．０ １８．０ ０．９ ０．０ 

平成２７年度 １７．０ ４５．３ ３０．２ ７．５ ０．０ 

 

② 各教科における身につけさせたい力を意識した授業の実践と改善 

各教員が育てたい力を明確にし、言語活動の工夫を通じて授業の改善に

取り組む活動が進んだ。検討の定型化が進んだことにより、ＰＤＣＡを進

めやすくなった。成果は、他校から複数の問い合わせにつながり、ノウハ

ウの展開を実施している。 

・ 各時間の目標の明示 

・ 学んだ先にあるものの説明、提示 

・ 生徒が主体的に学べる授業の検討 

・ 生徒の意見の共有方法の検討 

・ 成果の確認方法の検討 

 

③ 授業を支援するためのＩＣＴの活用 

全体への情報提供方法としての電子黒板の活用の検討が進み、全教員が使用している。また、文京区

では平成２８年度より各教員１人１台タブレットＰＣが配備されたのとともに、ディジタル教科書も

全教科で導入され、活用が進んでいる。さらに、今回の研究により生徒用タブレットＰＣが 4 人グル

ープで１台使用できるようになったため、情報取得、加工、まとめ、発表するまでの思考力・表現力

を育成する授業への活用が進み、各教科でのプラスワン授業の検討・実践事例としてまとめられた。 

 

  

(%) 

(%) 
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６．今後の課題・展望 

① 学習効果の検証 

これまでの取り組みが、育てたい力の育成に効果的であったのかを検証し、更なる改善を進める予

定である。平成２９年度実施予定の生徒向けの学校評価アンケート、全国学力・学習状況調査、７月

実施の教科公開授業アンケート結果、その他各教科の評価結果より検証を進める。 

 
② より効率的、効果的な授業実践のためのカリキュラム検討 

話し合い活動のルール、ＩＣＴ機器やソフトウェアの扱い方など、教科を横断して使える基本的な

知識や技能について、いつ、どの教科で学習すべきなのか検討していくことが必要だと考える。その

ために、現時点で行われているカリキュラムをまとめており、平成２９年度の校内研究活動に活用し

ていく。これにより、カリキュラムマネジメントの視点も盛り込み、教科にとどまらず全校としての

カリキュラム改善も見込めるものと考える。 

 
７．おわりに 

今回、２年間に渡る研究を通して気づいたことは、如何に全校体制として研究推進ができる環境を整えら

れるかにあった。その点で、「プラスワン授業」という用語を創造し、何をするのかをシンプルに定型化しイ

メージづくりをすることができたことは、研究のスピードを上げる上で重要なポイントであった。また、ス

ケジュール上、1 月～2 月に研究のまとめの山場を迎えることになるが、３年生担当教員は生徒への進路指導

や事務作業により、十分な研究推進の時間が取れないことが予想されたため、年度当初の計画段階から配慮

が必要であった。これらは、色々な立場の視点から気づくことが出来ることなので、研究推進の体制につい

ても広い視野でカバーできる立場の人員が必須であると感じた。 

最後に、アドバイザーとして研究活動を支えていただいた信州大学教育学部附属次世代型学び研究開発セ

ンター長 村松浩幸 先生、言語活動に関するご講義をいただいたＩＬＥＣ言語教育文化研究所 専務理事 篠

田信司 先生、今回の研究に多大なご支援をいただいた公益財団法人 パナソニック教育財団様ほか、関係者

の方々に対し厚く御礼を申し上げます。 
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